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悌
領
印
度
支
那
貿
易
の
性
格

河

，野

健

1 
¥ 

印
度
支
那
貿
易
v

の
特
徴

印
度
支
那
聯
邦
が
成
立
し
た
り
は
一
八
八
七
年
の
己
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
柾
服
時
代
を
別
と
す
れ
ば
、
フ
ヲ

y
ス
の
印

度
一
支
那
領
有
は
現
在

ι及
ぶ
ま
で
に
約
半
世
紀
を
経
過
し
た
わ
け
で
あ
る
。
印
度
支
那
経
済
は
、

E
の
会
期
聞
を
通
巳
て
特
徴
的
た

植
民
地
的
性
格
を
附
輿
さ
れ
て
来
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
政
策
は
、
そ
の
高
度
の
本
圏
中
心
主
義
白
故
を
も
っ
て
他
国
D
植
民
政
策

と
恒
則
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
印
度
支
那
貿
易
の
内
容
を
見
る
と
曹
、

'm
れ

/
Lは
か
a
A

る
フ
ラ
ン
ス
植
民
政
策
白
具
糟
的
た
現
れ
を
明

瞭
に
宥

τ取
る
E
と
が
出
来
る
。

h

植
民
地
貿
易
の
?
っ
白
特
色
は
、
貿
易
数
量
最
上
ぴ
貿
易
償
額
の
増
大
が
営
該
植
民
地
経
済
の
寅
質
的
在
費
展
と
は
一
際
無
関
係

/
 

ι賓
ら
さ
れ
る
と
い
ふ
黙
に
求
め
ら
れ
る
。
植
民
地
貿
易
の
後
展
は
終
局
的
忙
は
植
民
地
白
寅
質
的
な
設
展
を
導
く
も
白
で
あ
る
と

は
い
で
そ
れ
は
本
国
に
と
っ
て
決
し
て
望
ま
し
い
己
止
で
は
注
〈
、
本
因
は
一
方
で
は
植
民
地
D
貿
易
量
褒
展
せ
し
め
つ
与
し
か

も
そ
の
経
済
向
的
上
を
あ
ら
-
ゆ
る
手
段
を
以
つ
で
阻
止
世
ん
と
す
る
の
で
あ
り
、
か
く
し
て
そ
の
貿
易
は
植
民
地
性
ー
と
い
ふ
基
本
的

危
性
格
を
播
ひ
っ
L

皆
ま
か

ιわ
け
で
J

あ
る
。
従
っ
て
、
植
田
尚
一
地
貿
易
の
増
大
あ
る
ひ
は
盛
況
か
ら
、
直
ち
に
そ
白
植
民
地
経
済
の

費
展
あ
る
ひ
は
向
上
を
結
論
す
る
乙
と
は
不
可
棋
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
位
植
民
地
に
於
け
る
商
品
流
通
D
増
大
1
4
貨
幣
経
済
の
浸
透

を
意
味
す
る
に
過
ぎ
一
な
い
か
ら
で
あ
る
。
植
民
地
貿
易
を
見
る
と
昔
、

E
の
と
と
は
先
づ
考
~
て
置
か
れ
ね
ば
た
ら
た
い
。

印
度
支
郊
の
貿
易
は
一
九
O
七
年
以
後
、
恐
慌
後
の
二
=
一
白
時
期
を
除
い
て
事
連
年
相
営
額
の
輪
出
超
過
を
記
録
し
て
ゐ
る
。
己

の
E
と
は
印
度
支
那
貿
易
の
一
つ
白
特
徴
的
在
性
格
で
あ
ゐ
と
言
は
れ
る
。
併
し
、
そ
れ
た
も
増
し
て
特
徴
的
左
己
と
は
蓮
年
の
職

=一二七

働
領
印
度
支
那
貿
易
自
注
栴

第
五
十
昭
島
世

第

l 強

ァ、

::IL 



三
二
凡

出
超
過
に
も
拘
は
ら
守
印
度
、
支
那
白
図
際
貸
借
が
借
方
勘
定
を
示
し
一
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
で
あ
針
。
外
債
利
予
:
企
業
利
潤
・
運
賃
シ

保
険
料
危
ど
の
支
携
が
多
額
に
上
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
外
見
上
白
繁
楽
に
も
梢
は
ち
A
T
m

植
民
地
貿
易
は
己
白
ゃ
う
友
秘
密
主
一
一

裁
し

τゐ
る
。
印
度
支
那
の
一
入
賞
り
の
輪
出
額
が
、
一
九
=
一
九
年
K
於
い
て
さ
へ
一
五
二
法
約
一
五
圃
に
し
か
首
つ
之
ゐ
な
い
ζ

唱

と
は
此
の
聞
の
消
息

ι示
す
も
白
で
あ
弘
曜
日

r、
輸
出
超
過
と
い
っ

τも
、
そ
れ
は
貿
易
統
計
に
現
は
れ
た
限

H
で
の
輪
出
超
過
で
ば
訓

あ
る
巳
と
は
勿
論
で
あ
り
J
己
の
苦
闘
し
て
霊
的
に
は
貿
易
統
計
一
般
に
つ
い
て
、
特
殊
的
に
は
印
度
支
那
白
貿
易
統
計
に
う
知
捌

雄
官
度

い
て
の
吟
味
あ
る
ひ
は
批
判
が
諌
め
錫
さ
れ
ね
ば
危
ら
た
い
。
貿
易
統
計
に
於
い
て
一
不
さ
れ
る
輸
出
額
、
輸
入
額
が
岡
市
し
て
現
貨
U

一
U

印

容
d

は

貿
易
を
正
確
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
か

E
う
か
は
、
一
臆
問
題
で
あ
る
が
、
印
度
支
那
の
貿
易
統
計
に
於
い
て
は
輸
出
品
に
勤
す
四
四
解

五

-
U
E

る
税
闘
の
評
償
額
が
著
し
く
高
く
、
そ
の
儀
氏
印
度
支
那
の
貿
易
統
計
白
示
す
輪
出
超
過
は
現
寅
D
超
過
額
を
越
へ
る
亡
と
が
多
い
誌
出
る

本
凶
す

と
言
は
れ
る
o

更
に
又
、
石
炭
と
か
ま
ム
の
輪
出
封
債
は
事
賃
上
は
フ
ラ
Y

ス
本
圃
白
輸
出
合
粧
り
金
庫
に
牧
め
ら
れ
て
、
印
度
支
一
一
司
仕
@
諭

目
白
血
漏
結

那
へ
遁
迭
さ
れ
な
い
庇
も
拘
は
ら
宇
、
貿
易
統
計
が
そ
れ
を
も
含
め
て
輪
出
超
過
額
を
表
示
し
て
ゐ
る
貼
伝
注
意

ι左
砂
れ
ば
註
ら
ド
h
閣
制

色
。
宮
、
注
意
す
〈
き
こ
と
h
し
で
、
例
へ
高
度
支
那
と
本
圃
止
の
聞
に
借
款
が
成
立
す
る
す
左
揚
合
に
は
、
官
ょ
っ
咋
議
、

白
日
四
そ

で
印
皮
支
那
の
輪
入
は
増
加
し
出
超
額
は
減
少
す
る
け
れ

E
も
、
印
度
支
那
の
寅
質
的
稜
展
。
側
か
ら
見
る
と
き
は
、

E
れ
に
よ
づ
い
山
田

p
b

自

国

g
当

て
印
度
支
那
経
済
は
そ
の
護
展
の
基
礎
地
擦
を
奥
へ
ら
れ
る
と
言
は
ね
ま
ら
た
い
。
植
民
地
の
検
出
超
過
は
、
従
っ
て
必
与
し
問
調

も
嘗
一
夜
植
民
地
の
繁
柴
を
意
味
し
た
い

L
、
寧
る
そ
の
反
射
で
る
る
己
と
す
ら
稀
で
ー
な
い
と
言
ふ
と
と
が
出
来
る
で
あ
白
う
句
咽

J
H一…問

偶
町
印
4
4

抗
畑
一
間
札
加

数日
A
J支

岡
E
著
度

松
G
民
町

働
領
印
度
支
那
貿
晶
四
位
格

直
埼
玉
ト
四
巻

停
三
観

ブL
O 

陸
一
印
度
支
部
白
金
人
同
を
二
千
=
一
首
一
寓
と
L
て
算
出
ナ
。
之
に
抱
ベ
て
最
近
白
日
本
白
人
口
雷
p
輪
出
額
は
四
十
九
圏
、
フ
イ
リ
ツ
ピ
シ
は
四

十
六
闘
蘭
印
は
固
十
四
圏
、
泰
闘
は
十
七
固
に
相
官
す
る
。

d

以
上
は
印
度
支
那
貿
易
白
輪
出
超
過
の
み
に
就
い
て
漣
べ
た
に
過
ぎ
た
い
が
、
植
民
地
貿
易
の
考
察
笠
首
つ
て
は
一
般
に
右
の
や

う
た
配
慮
を
行
ム
己
と
が
必
要
で
あ
る
J

一
周
り
貿
易
は
そ
の
園
田
経
済
の
基
礎
地
盤
の
反
映
で
あ
る
と
言
は
れ
る
が
、
植
民
地
白

軍事見重雄
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2) 
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貿
易
は
更
に
そ
白
上
に
本
園
田
経
椅
政
策
に
よ
っ
て
方
向
と
内
容
と
を
奥
へ
ら
れ
た
も
の
と
じ
て
現
は
れ
る
。
印
度
支
那
貿
易
の
揚

合
托
於
い
て
は
、
他
国
民
比
べ
て
本
園
の
経
済
政
策
が
極
め
て
重
要
注
役
割
を
演
じ
て
を
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
貿
易
の
方
向
と
内
容

は
高
度
の
本
圏
中
心
主
義
に
よ
っ
て
貫
徹
さ
れ
亡
ゐ
る
。
以
下
、
貿
易
統
計
の
示
す
と
己
ろ
に
随
っ
て
、
印
度
支
那
貿
易
の
最
近
の

欣
況
を
窺
ひ
そ
己
に
於
け
る
植
民
地
的
性
格
を
検
討
し
よ
う
。
貿
易
の
歴
史
的
た
殻
展
過
程
の
究
明
は
と
L
で
は
行
は
た
い
。

印
度
支
那
の
会
貿
易

--

、
印
度
支
那
の
貿
易
綿
脇
町
、
一
八
九
九
年
一
九
O
一
一
一
年
の
五
箇
年
平
均
額
に
就
い
て
見
れ
ば
約
-
億
四
千
寓
ど
ア
ス
ト
均
で
あ

っ
た
が
、
世
界
六
戦
前
り
五
箇
年
平
均
に
於
い
て
は
約
二
億
ピ
ア
ス
L
U

ル
と
怒
り
、
一
九
二
阿
年
後
の
五
箇
年
、
す
た
は
ち
印
度
実

那
が
最
も
繁
柴
し
た
時
期
と
言
は
れ
る
己
白
期
聞
の
半
均
額
は
五
億
ピ

7
1
ト
ル
に
増
大
し
、
一
九
一
一
七
年
に
は
五
億
五
千
寓
ピ
ア

詮
ニ

見、
p
j
H
と
成
っ
た
た
。
そ
の
後
、
一
丸
三

O
年
以
後
は
世
界
恐
慌
の
慢
延
と
と
も
に
二
億
ピ

T
ス
ト
ル
以
下
に
減
じ
た
が
一
丸
三
五

年
を
契
機
と
し
て
再
び
恢
復
に
向
ひ
、
同
毎
以
後
五
箇
年
聞
の
卒
均
は
約
四
億
ピ
ア
ス
ト
ル
と
上
昇
し
、

一
九
三
九
年
に
は
五
億
八

千
高
ピ
ア
ス
ト
ル
に
著
増
し
た
。

傍

表

印
度
支
那
貿
易
五
箇
年
平
均
表

ー

轍

入

七
八丸一一

一一-一一一一
一
五
五

合

計
一
回

O

一
丸
七

五一

O

一弓丸四

(
単
位
H
百
鴻
ピ
ア
ヌ
ト
ル
)

輸

出穴-一
一O
宜

ニ
八
六

二
三
丸

一
八
九
九
年
l
一九
O
三
年

一九
O
九
年
l
-
丸
二
エ
年

一
九
二
聞
年
l
一
九
三
八
年

一
九
三
五
年
1
一九一一マ丸年

註
一
ア
ヲ
シ
ス
白
貿
易
統
計
は
一
般
貿
易

(
E
B
B
-
3
0
な
E
E
C
と
特
殊
貿
易

(
P
B
E
E
S
m
1
2】
)
と
を
区
別
し
て
ゐ
る
。
一
鞭
貿
易
は

本
鼎
由
貿
易
伊
池
に
、
逼
過
貿
易
相
止
び
保
税
倉
庫
中
白
商
品
・
積
誕
・
再
韓
両
商
品
主
告
む
も
四
で
あ
nJ
、
特
殊
貿
易
は
普
請

ι
言
は
れ
る
貿
易
量

一
軍
ず
も
白
で
あ
る
。
前
掲
数
字
は
乙
白
内
白
特
珠
貿
易
を
示
す
も
白
で
あ
る
。

傭
領
印
度
支
那
貿
易
白
性
格
、

ー
九

第
五
十
四
轡

第
三
鵠

ブL
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第
三
銃

註
二
こ
の
期
間
内
に
日
本
町
貿
易
額
ほ
ご
十
惜
し
て
を

P
、
そ
の
他
例
へ
ぽ
陣
閣
の
セ
イ
ロ
シ
島
町
貿
易
額
は
「
惜
し
せ
一
を
夢
、
官
醜
棺
民
地
も

宜
情
巴
増
加
し
て
ゐ
T

る
賠
よ
り
見
る
な
ら
ば
、
印
慶
支
那
の
貿
易
額
の
靖
加
は
決

L
て
多
い
と
冒
ふ
と
と
ほ
出
車
な
い
し
、
縄
封
衝
に
於
い
て
も
乙
れ

白
回
隣
圃
よ

md
は
劣
っ
て
ゐ
る
。

倒
領
印
度
輩
那
貿
易
自
性
格

第
五
十
四
巻

三
4
2
0

九

降
は
出
超
に
締
じ
、

印
度
支
那
貿
易
は
綱
領
に
於
い
て
以
上
の
や
ろ
左
増
加
を
見
せ
て
ゐ
る
の
み
で
な
く
、
そ
白
貿
易
尻
に
於
い
て
も
一
九

O
七
年
以

一
九
一
一
三
年
、

一
丸
一
一
一
一
年
を
除
〈
ほ
か
は
連
年
間
超
を
つ
Y
け
、
大
戦
末
年

た
る
一
九
一
丸
年
の
如
き
は
出
超
三
億
四
千
二
百
高
金
フ
ラ
U

に
達
し
て
ゐ
る
。
併

LJ、
貿
易
債
額
は
以
上
白
ゃ
う
む
増
大
を
示
し

た
が
、
己
れ
に
は
貨
幣
領
値
目
費
動
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
正
し
い
貿
易
自
趨
勢
を
知
る
た
め
に
は
、
之
を
除
去
す
る
己
と
が
必

要
で
あ
る
。
恐
怖
訓
よ
り
の
貿
易
数
量
と
金
フ
ラ

γ
換
算
瀬
と
を
示
せ
ぽ
、
失
の
如
〈
で
あ
る
。

繁

一

一

表

印

度

支

那

貿

易

自

慢

曇

数

量

白

〔

千

越

)

輸

入

韓

同

青白

z
d
E目

亮一

3
一一金

書
=
-
1
A
H
-一

白
岡
圏
、
=
、
六
四
九

E

一
吾
一
草
、
口
口
品

Z
吾
昌
革
、
吾
一
一

Z告
Z
一
豆
、
回
=
毛

田
口
ニ
園
、
一
)
園
内

園
田
口
園
、
同
七
六

喜一内

4

回JZ吾ハ

回
入
品
一
一
午
、
44ム四回

耳
八
屯
回
、
一
ハ
九
E

一

九

三

凡

年

一

丸

三

九

年

一
丸
=
一

O
年

一
九
一
-
一
一
年

一
丸
一
一
一
二
年

一
丸
=
一
=
一
年

一

九

三

四

年

一

九

三

五

年

一

丸

三

六

年

一

九

三

七

年

一

九

三

八

年

一

九

三

九

年

一
九
二
丸
年
、

一
丸
三

O
年、

合

計
亘、九」包囲

z

、AセA
豆、千円孟

豆、口幸一

五、ヨ百一

豆
、
五
言

玉
、

A
-
E

回、園田八

回、九一六

回、凡人二

回、園入国

王、一冗口

債

格

輸

入事一
D

E--
口

五
七
ロ
ニ一宮]
-
h七一AZ

-会一AZ
一
九
日
一
一品回一主一一六
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一
丸
一
三
年
制
宵
寓
金
フ
ヲ
シ
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輪

出

差

額

合

計

占

口

白

人

己

一

、

一

-

一

口

吾

舌

/

一

、

実

口

豆

七

己

〆
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産

〕

一
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一
五
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一
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E
E

閏凡孟
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一

口

占

一

口

園
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回

一

百

六

三
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三

五

-

完

回

口
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-

一

向
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八

一

圃

閉

宅

五

一

五

一

一

一

三

回

九

回

イ
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一

=

A

Z

一

円

一

五

孟

A

-

Z

E
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回
-
一
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七
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園
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哲
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占
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2
一
九
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九
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慣
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演
唱
却
溜
敢
に
就
い
て
見
れ
ば
、
一
九
二
八
年
の
三
九
七
高
誼
は
一
九
一
一
一
一
年
に
は
三

O
九
寓
諮
に
減
少
し
た
一
が
、
と
れ
を
最
低
と

し
て
共
後
は
同
復
に
向
ひ

J

一
九
三
四
年
に
は
銃
に
恐
慌
前
の
水
準
に
達
し
、
爾
来
漸
増
白
傾
向
を
一
不
し
つ
与
一
九
三
九
年
に
は
五
二

八
高
庖
に
達
す
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。
己
れ
を
輸
出
入
の
内
講
に
就
い
て
見
札
ば
、
輸
出
沼
教
は
轍
入
沼
教
よ
り
も
遥
か
に
多
〈
、
'
七

倍
か
ら
十
倍
以
上
で
あ
る
と
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
印
度
支
那
の
輪
出
に
於
い
て
鎌
産
物
輸
出
が
多
く
、
輸
入
に
於
い
て
織
物
類

9
 
司‘d。
J

O
多
い
己
主
の
結
果
で
あ
る
。
更
に
、
輸
出
の
累
年
の
縫
動
が
輸
入
の
務
動
よ
り
も
著
し
い
と
と
も
{
つ
の
特
徴
で
あ
り
、
恐
慌
由
時b
 

影
響
お
よ
び
そ
の
恢
復
に
於
い
て
輪
出
誼
敷
の
焚
動
が
主
動
的
在
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
印
度
支
那
貿
易
白
髭
動
叩

は
輪
出
の
饗
副
主
中
心
と
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
と
と
が
出
来
上
う
o

貿
易
債
額
。
縫
動
を
貨
幣
侭
値
白
影
響
を
除
去
し
て
一
白
e
 

九
二
二
年
制
定
の
金
フ
ラ

y
k
於
い
て
見
れ
ば
、
興
味
あ
る
結
艇
が
得
ら
れ
る
。
恐
慌
前
に
於
川
て
一
一
億
ヌ
ラ
Y

に
遣
し
た
貿
易
¥
仙
。

総
額
は
共
後
漸
減
し
て
一
九
三
三
年
に
は
三
億
九
千
寓
ア
ラ
Y

と
一
な
り
、
恐
慌
か
ら
の
恢
復
と
と
も
に
増
加
に
輔
じ
た
と
は
一
昌
し
み
も
凶

?
、

F
九
二
八
年
の
水
準
に
比
較
す
れ
ば
、
未

ZDb十
分
に
し
か
建
し
て
ゐ
た
い
欣
態
で
あ
加
。
貿
易
尻
は
一
九
一
↓
三
年
以
来
叫

ム
た
L
び
出
超
に
輔
じ
、
一
九
二
五
年
に
は
八
千
寓
フ
ラ
ン
と
友
り
恐
慌
前
D
欣
態
に
復
臨
し
、
そ
の
後
は
一
億
フ
ラ

νを
超
へ
る
即

陀
至
っ
た
が
、
百
ほ
第
一
次
大
戦
後
由
三
億
四
千
高
フ
ラ

Y

D
ご
と
き
に
は
及
ん
で
ゐ
た
い
。
輸
出
入
に
於
い
て
は
、
沼
教
で
見
昌
一
一

と
昔
輪
出
が
轍
入
の
十
傍
弱
に
首
っ
て
ゐ
た
が
、
債
額
に
於
い
て
は
せ
い
ん
¥
了
五
供
程
に
し
か
営
っ
て
ゐ
左
い
。

E
の
己
と
は
間

限
度
支
郊
の
輸
出
品
が
喜
り
震
に
於
い
て
轍
入
品
よ
り
も
著
し
く
劣
っ
て
ゐ
る
と
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
-
一C
 

誌
大
職
直
前
世
一
丸
一
三
年
に
於
け
る
貿
易
は
金
フ
ラ
ン
額
に
し
て
去
の
如
〈
で
あ
ワ
た
。
綿
額
五
七
七
百
寓
皆
、
輪
出
三
O
八
百
寓
皆
、
韓
入
血

二
六
九
官
高
山
眠
、
回
超
三
九
百
商
法
。
職
後
白
一
九
一
九
年
に
は
総
額
十
億
法
、
出
超
二
億
四
千
寓
法
、
翌
一
九
二
O
年
に
は
穂
額
十
三
億
五
千
寓
法
{
山

に
語
し
金
フ
ヲ

ν
額

に

お

付

る

最

高

を

記

録

し

て

ゐ

る

。

、

、

四

貿
易
数
量
D
礎
化
を
沼
教
の
み
で
示
す
こ
と
は
必
ら
や
し
も
正
確
で
あ
る
と
は
言
へ
な
い
。
印
度
支
那
の
轍
出
品
中
の
石
品
川
と
ゴ

悌
領
印
度
支
那
貿
易
自
性
格

第
五
十
四
巻

第
= 
漉

メb



悌
領
印
度
支
那
貿
易
自
性
格

ム
冒
と
を
例
に
と
っ
て
言
ム
左
ち
ぽ
、
石
決
勝
出
の
増
減
は
暗
敷
の
顕
著
な
務
化
と
し
て
現
は
れ
る
が
、
ゴ
ム
の
揚
合
は
之
に
比
し
て

砂
い
o

k
と
る
が
調
官
り
D
慢
積
は
言
ム
ま
で
も
無
く
、
石
炭
よ
り
も
司
ム
白
は
う
が
大
で
あ
り
、
ゴ
ム
輸
出
め
増
減
は
縫
っ
て
鶴
抽
品
。
問

高
た
回
1

積
量
を
見
る
ん
」
昔
忙
始
め
て
顕
著
に
現
は
れ
る
か
ち
で
あ
る
。
か
く
し
て
貿
易
数
量
の
鑓
動
在
正
確
に
知
る
た
め
に
は
、
重
量
の
ほ
の
吊
雌

E
季
五
ー

か
に
慢
積
に
ワ
い
で
も
見
る
己
と
が
必
要
と
左
る
J

一
九
ご
五
年
主
基
準
と
す
る
棺
積
・
金
量
・
金
フ
ラ
ン
償
額
の
鍵
動
は
、
第
三
ピ
司
U
L

H
Z
d
u
 

表

白

ど

左

〈

で

あ

る

c

s

，

川

市

内

問

ド

鱒
組
閣
の
指
数
は
、
越
の
指
数
に
議
開

あ
千
抽
出

比
べ
て
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
セ
桐
畑
ー
一
蹴

t
盤
ペ
F

一
年
ま
で
は
下
落
白
度
が
著
し
如
四
叩
'

白
入
凶
山

く
、
一
九
三
二
年
以
後
は
恢
復
の
崎
市
計

度
が
著
し
い
。
轍
山
間
鶴
積
一
ほ
、
諮
鶏
出

風
習
出
血
申

数
と
は
反
封
K
-

一
一
九
三
七
年
に
貿
輪
唱

dm

白

て

円

L

於
い
て
も
増
加
を
績
げ
て
ゐ
る
。
年
L
E
h

五
に
雌
ー

と
は
言
へ
、
暫
定
的
結
果
の
示
す
一
一
額
一
副
抑

丸
金
U'一
E

と
乙
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
丸
三
八
年
ト
久
間

4
置
E

O

に
は
減
退
宣
布
し
て
を
り
、
己
の
岳
地

3

4

2

1

 

酎
捕
に
於
い
て
は
他
の
指
数
と
規
を
酔
川
町
伽

一
に
し
て
ゐ
る
。
上
述
し
た
ご
と
基
轍
E
E
、

/ 

第

三

表

一
九
一
一
八
年

一
九
、
ニ
丸
年

一
丸
=
一
。
年

一
九
=
一
一
年

一
丸
百
一
二
年

一
九
三
三
年

一
丸
三
四
年
j

.

一
丸
三
五
年

d

一
九
=
一
六
年

一
九
三
七
年

一
丸
三
八
年

印
度
支
那
賀
晶
自
費
遜

語

教

輪

出

輸

入

-

E

D

-

-

-

z
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Z
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A
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一口一

一一回

A
D

一-E

哲
対

一ED

八七

一
王
室
岳
一

一
六
抱
一
[

)

[

)

f

一
六
再
一
一
邑

一E
一
一
一
-
一

第
五
十
四
巻

(
一
九
二
五
年
を
基
準
と
す
る
指
数
)

陸

積

i

金

法

債

輪

出

輸

入

輸

出

輪

L

丸
・

一
一
占
一
亘
旦
!
一
口
口
一
一
ん

一
[

]

A

}

胆

九

人

品

-

ニ

E

A
A

一

き

さ

一

会

主

一

史

君

主

一

4
唱

和

一

亘

王

国

H

一

口

一

色

雷

同

豆

一
一
軍
一
白
血

E

一

円

四

回

一

ニ

丸

一

〔

)

八

四

回

国

亘

一
回
ユ
一
一
E

一

五

Z

四五

一
回
占
一
E

石

E
五

回

亙

n

D

 

一

茜

一

歪

回

ニ

j
p
g

同

暫

定

数

第
= 
蝉

丸
四

3) 

4) 

〈
飽
積
の
指
数
に
於
い
て
は
、
石
茨
の
演
や
る
役
割
は
稽
の
指
敢
に
於
け
る
揚
合
よ
り
も
著
L
〈
僅
少
で
あ
る
が
、
之
と
反
割
に
、



ゴ
ム
位
糧
積
白
指
敢
に
於
い
・
て
軍
要
性
を
同
復
し
て
ゐ
る
。
金
フ

?
y
に
換
算
し
た
債
額
の
指
数
は
、
経
済
的
不
振
の
深
刻
さ
を
遺
ら

憾
左
〈
示
し
て
を
り
、
そ
の
恢
復
ば
極
め
て
蓮
々
た
る
も
の
が
あ
る
。
一
九
三
四
年
の
み
は
土
昇
を
示
し
た
が
そ
り
程
度
も
頗
る
制
l

明

限
さ
れ
て
み
て
、
一
九
三
八
年
に
は
再
び
新
た
た
減
還
が
認
め
ら
れ
る
。
轍
入
に
於
い
・
て
は
、
責
量
と
開
積
と
の
並
行
関
係
は
輸
出
向e
 

k
於
け
る
ま
り
も
更
に
緊
密
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
比
始
め
て
恐
慌
前
の
最
高
黙
に
到
達
し
た
が
、
そ
の
後
の
減
退
は
、
輸
出
よ
り
恥e
 
a
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E
 
m
 

m
 
m
 
0
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plv u
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uu

 
nマe
 d
 

q
z
 

a
臼
M
司

副
h
p

も
一
一
暦
著
し
〈
、
且
つ
永
績
的
で
あ
る
。

印
度
支
那
貿
易
は
、
己
の
や
う
に
世
界
恐
慌
を
機
と
し
て
一
旦
減
退
し
た
が
、
モ
の
後
一
九
古
一
主
年
頃
を
境
と
'
し
て
再
び
恢
復
に

向
は
ん
と
す
る
中
方
向
己
不
し
て
ゐ
る
@
貿
湯
尻
も
恐
慌
後
一
は
再
び
出
品
砲
に
判
じ
て
、
印
度
中
旦
那
貿
易
の
顕
著
泣
特
徴
主
一
不
す
に
至
っ

て
ゐ
る
が
、
E
し
れ
を
文
字
通
り
に
受
取
り
得
た
い
己
と
に
就
い
て
は
既
に
前
述
し
た
。
貿
易
償
額
の
著
し
い
増
大
は
主
と
し
て
ヲ
ラ

y
の
慣
値
下
落
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
之
を
除
去
し
て
考
察
す
る
一
な
ら
ば
、
未
だ
恐
慌
前
の
欣
態
に
は
蓮
〈
及
ぼ
泣
い
い
有
様
で

あ
る
。
入
手
し
得
た
長
も
新
し
い
資
料
は
一
九
四

O
年
じ
月
ま
で

D
貿
易
統
計
を
載
せ

τ
ゐ
る
が
、
モ
れ
に
よ
っ
て
最
近
三
箇
年
の

¥
 

趨
勢
を
見
れ
ば
、
攻
の
如
く
で
あ
る
。
J

、

'

第
耐
凹
表
最
近
一
一
一
箇
年
・
白
貿
易
比
品
開

数

量

(

千

誼

}

恥刈一石A園田会E去
五
入
品

呈

D
A

一
丸
三
八
年
月
七
周

周

査

年

一
丸
三
九
年
一
月
七
月

開

会

年

}
九
四
O
年
一
月
l
七
月

言
み
ま
で
u

も
た
〈
、

悌
領
印
度
支
那
貿
易
自
性
格

iI電

額

(
百
寓
揖
)

二回二旦}轍

重重量話量出

三き耳呈四一音、、、、、
一=一酉也
元合孟合主計

合

計
ニ
」
ハ
同
孟

回、ぃ克一

五
、
回
同
〕
晶

玉
、
凡
夫

司エ一実

輸

入一、口
A
D

一、九闘い唱
一、回全
ニ、
Z
A
￥-

一、圭豆

=己ーニ 韓

芸書き皇室尚

差

額四回全
八
九
泊

四
八
九

一、一一-一一、d担円

一
九
三
七
年
は
支
那
事
援
白
勃
描
出
し
た
年
で
あ
り
、
そ
の
後
二
年
遅
れ
て
一
丸
一
一
一
九
年
丸
月
に
は
第
二
次
隊

第
五
十
回
程

= 

俸

腕

タL
互五

5) 



側
領
印
度
支
那
貿
易
自
性
格

第
五

f
四
巻

回

聖書
コ

披

九
六

洲
戦
守
が
開
始
さ
れ
、
翌
一
九
四

O
年
六
月
に
は
巴
里
が
陥
落
し
、
相
叫
悌
停
戦
協
定
が
成
立
し
た
。
他
方
、
印
度
支
那
に
つ
い
て
見

右
左
ら
ば
、
と
れ
よ
り
先
一
丸
四

O
年
六
月
陀
は
援
蒋
輪
出
を
停
止
し
、
九
月
に
は
皐
軍
の
平
和
進
駐
在
見
た
と
と
は
周
知
の
ご
と

く
で
あ
る
o

印
度
支
那
貿
易
は
か
う
し
た
諸
情
引
を
反
映
し
て
、
一
九
三
八
年
に
は
前
年
に
比
ぺ
て
減
少
を
一
不
し
、
翌
一
九
二
一
九
年

一
九
四

O
年
に
は
再
び
停
滞
欣
態
に
入
う
て
ゐ
る
。
乙
の
聞
の
消
息
は
、
貿
易
相
手
園

に
は
僅
か
に
増
加
し
た
と
は
言
ふ
も
の
i

九

を
見
る
と
き
更
に
明
時
間
と
た
る
。
以
下
ぞ
れ
を
試
み
よ
う
。

停

五

衰

印
度
支
那
貿
易
の
相
手
閤

古丸九九丸九九丸丸九丸丸
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Z
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ニ
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H
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九
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王
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回

開
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A

六
呈
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D

Z
・
Z

H

晶
・
口

ν. 
て印
、度
主文
1lt 芳日
を貿
出易
めの
る相
も手
D 匝乱
はに
フ於

ラ
ン
ス
本
闘
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス

は
閥
税
障
壁
に
よ
っ
て
印
度
支
部

を
自
園
産
業
の
濁
占
的
左
市
揚
た

ら
し
め
る
と
と
も

ι、
印
度
支
那

己 D
と食
を料
必
要原
と料
し資
た源
かをと
ら 1古

です
ある

るちへ稜
ののは
轍轍、ー
出出、フ八
位在ラ九
己ノ無 ν 二
れ税ス年
をと古ミ ιL
防しら来
遇、印の
せ外度同
/(，園支化
とか那閥
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し
た
も
白
で
あ
る
が
、
か
雪

ιた
同
化
政
策
は
共
後
も
引
績
引
い
で
施
行
せ
白
れ
‘
一
一
九
二
八
年
。
キ
ル
シ
品
関
税
措
よ
び
そ
の
後
白

e

恐

慌

ば

一

唐

か

与

る

本

国

中

心

主

義

を

強

化

し

た

り

で

あ

る

白

/

、

副

n
 

印
度
支
郊
貿
易
に
於
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
本
園
の
地
位
は
輸
出
よ
り
も
輸
入

ι於
「
い
て
著
し
く
、
第
}
吹
弐
戦
中
白
~
時
期
を
除
け
ば
臨

犬
瞳
印
度
支
郊
の
轍
入
D
五

0
・ハ

7
セ
ン
ト
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
轍
入
に
よ
っ
て
占
め
ち
れ
て
ゐ
る
。
一
九
三

O
年
後
は
己
の
本
園
岬

依
存
度
が
一
居
高
ま
っ
て
ゐ
る
E
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
己
れ
は
一
九
二
九
年
か
ち
寅
施
さ
れ
た
キ
ル
シ
エ
闘
稔
が
印
度
支
那
O
束

制

洋
諸
固
か
ら
の
輸
入
を
困
難
た
ら
し
め
た
己
と
、
及
ぴ
恐
慌
陀
よ
っ
て
本
個
中
心
主
義
が
}
屠
強
化
さ
れ
る
に
釜
っ
た
己
と
を
示
す
外
あ
0
2

“? 

も
の
で
あ
る
o

一
九
四

O
年
に
於
け
る
下
落
は
、
ヮ
ラ
ン
メ
本
圃
の
敗
戦
に
よ
る
も
の
と
見
て
乞
い
で
あ
も
ら
う
。
印
度
支
那
の
輸
出
削
叩

l

l

n

b

 

に
於
い
て
は
7
7
y
r
本
闘
の
占
め
る
割
合
は
約
四
分
の
一
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三

O
年
の
恐
慌
後
は
そ
の
相
針
的
地
位
を
著
し
く
州
問
守口

商
め
る
に
至
h

夕
、
『
九
三
六
年
に
は
五
五
パ
ナ
セ
ン
ト
、
フ
ラ
Y

ス
植
民
地
へ
の
輪
出
を
加
ふ
れ
ば
六
一
バ

7
セ
ン
ト
に
遣
し
、
大
戸
同
τ
A
L
U
 

戦
前
広
比
べ
て
約
二
倍
に
増
加
し
た
。
と
己
る
が
輪
出
貿
易
の
絶
針
額
陀
於
い
で
は
一
九
三
六
年
と
大
戦
前
と
で
は
大
し
た
差
蓮
が
曲
師r
n
 

た
い
か
ら
、
プ
ラ
ン
ス
本
闘
の
割
合
。
増
加
は
諸
外
国
へ
の
輸
出
を
絶
針
的
に
も
相
針
的
に
も
減
少
せ
し
め
た
と
と
主
た
る
。
輪
出
剛
山
“巴

e

に
於
い
て
』
ノ
ラ

V
ス
D
占
め
る
地
位
は
、
-
九
三
六
年
を
碩
離
と
し
て
低
下
白
傾
向
を
示
し
、
一
九
三
九
年
に
は
三
ニ
バ
ア
セ
ン
ト
田
川
g
咽

一
九
四

O
年
に
は
再
び
二
五
バ
ア
セ
ン
ド
と
成
っ
た
が
渇
己
れ
は
第
二
衣
欧
洲
戦
争
白
勃
護
、
本
圃
の
敗
戦
等
に
負
ふ
も
の
で
あ
ら
町
拙E
t
 

ぅ
。
最
近
町
一
箇
年
の
主
要
貿
易
相
手
先
は
乏
如
と
で
あ

ι。
J

向
山

第
角
書
印
庫
支
那
主
要
貿
易
先
一
肌
(
車
位
百
高
法
v

h

叩

一
九
三
凡
争
一
九
E
九
年
一
丸
四
G
年

出

{
七
月
マ
F
M

輸

入

舟

M
月

九

河

再

引

血

本
圃
一
、
口
市
岡
(
車
内
・
5

一
、
四
一
宗
主
守
一
}
奇
人
公
正
口
・
ゐ

ク
ヲ
"
シ
ス
一
一
、
ロ
一
七
(ZJ7=)

一、号室(且草・拘)』宮主(固い?一官

倒
領
印
度
支
那
貿
易
自
陸
橋

本
フ轍

古参 出

シ
先

九闘

一
九
二
一
凡
年高

一、耳一三重・
3
)

一
位
幸
吉
(
固
い
下
回
)

-
九
三
九
年
一
丸
四
O
点

(七月
y
d
T
)

再

出

一、ニ一突
2

z

i

E

A
文宣一・ロ
)

f

一、一司耳〈且ニ
u
h
-
-
)

六回全(-一千人)

九
七

2) 

第
五
十
四
巻

主主

第

扉
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4

備
領
印
度
支
那
貿
易
問
性
格
¥

ヨ
=
一
六
第
三
親

同

植

民

地

一

空

(

干

人

)

司

一

き

(

同

・

A
)

東

洋

時

国

人

口

問

〈

会

・

コ

)

一

、

四

量

(

固

ロ

・

3

支

那

主

(

-

一

・

六

)

一

き

(

同

・

6

番

。

港

毛

回

(

九

・

5

きん(人・
0

蘭

印

毛

夫

九

・

3

呈
夫
一
口
・
ニ
)

シ

シ

ガ

ポ

ー

ル

岡

市

七

(

旦

・

口

)

一

六

一

』

同

・

穴

)

日

本

天

(

口

・

也

君

(
7
口)

肱

米

諸

園

田

天

(

一

干

口

)

台

一

ニ

(

弓

・

3

骨

量

図

面

夫

人

・

3

同一凡
2
7
3

英

園

生

(

子

己

)

=

一

ス

予

告

)

右
表
K
よ
っ
て
明
が
訟
や
う
に
、
フ
ヲ
Y
ス
及
び
ヌ
ラ

γ
ス
植
民
地
に
次
い
で
重
要
注
も
の
は
、
東
洋
諸
国
と
D
貿
易
で
あ
る
。

印
度
支
那
白
輸
入
に
於
い
て
東
洋
諸
園
の
占
め
る
地
位
は
、
キ
ル
シ
エ
関
税
設
定
前
の
ノ
ル
マ
ル
た
時
期
に
於
い
て
は
轍
入
の
約
半

外
四
七
・
八
%
(
一
九
三
八
年
)
を
占
め
て
ゐ
た
が
、
手
ー
ル
シ
Z

閥
枕
の
貫
施
に
よ
っ
て
東
洋
諸
固
か
ら
の
轍
入
が
岨
害
さ
れ
た
た
め
、

一
九
三

O
年
に
は
二
八
%
に
ま
で
低
落
し
た
。
一
九
三

O
年
の
恐
慌
5
襲
来
と
と
も
に
、
か
h

る
不
自
然
友
関
税
制
度
に
封
ず
る
改

訂
が
行
は
れ
、
一
九
三
二
年
に
は
日
本
と
白
特
別
協
定
、
一
九
三
五
年
に
は
支
那
と
の
遇
商
協
定
が
成
立
し
た
け
れ

E
も
叫
現
寅
に

は
己
れ
ら
り
協
定
も
大
し
た
殻
呆
を
賓
ち
さ
危
か
っ
た
と
と
は
、
そ
の
後
の
数
字
が
示
し

τ
ゐ
る
通
り
で
あ
る
。
東
伴
諸
国
の
う
ち

で
は
支
那
と
香
港
の
占
め
る
割
合
が
最
大
で
あ

h
、
香
港
か
ら
の
職
人
主
支
那
に
加
算
す
れ
ば
、
会
職
人
の
一
五
バ

7
f
y
ト
が
支

皇室量実費負重要芸吏
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シ
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ポ
ー
ル
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本
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印

欧

米

諸

困

A

骨

量

困

英

闘
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-
E
Z
(

亘・-一)

一、六五一(問一・呈)

亘
{
ニ

(
H
一・
5
)

回一亘(一
E

・王)

-一三
(

A
・
昌
)

専一昔(一角・
0

一一(口・回)

一省入〈六・屯)

一口ん(回・口)

」百(一・ロ)

頁
v

七

。
四日伊及

)。
四那支度領働「l白銅官協

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
日
本
か
ら
の
輸
入
が
之
に
次
い
で
ゐ
る
が
、
日
本
か
ら
の
碍

輸
入
が
と
田
平
う
に
極
め
て
少
友
い
己
と
は
、
既
広
三
十
年
来
引
積
い
て
ゐ
る
傾
向
で
あ
る
が
、
と
の
こ
と
は
フ
ラ
ン
ス
が
如
何
に
大

目
本
と
の
競
争
を
品
仰
れ
て

b
た
か
を
物
語
る
も
白
で
あ
る
。
欧
米
諸
岡
D
占
め
る
割
合
は
比
較
的
僅
少
で
あ
る
が
、
第
二
次
欧
測
戦

3

那
か
ら
賢
ち
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
に
在
る
。
蘭
印
、

、a

¥
 

ι
¥
 



.. 

争
の
勃
裂
と
と
も
に
東
洋
諸
園
か
ら
の
輸
入
は
首
然
に
増
加
を
見
た
が
、
之
'
N
L

蛇
ん
で
合
衆
園
か
ら
の
輸
入
が
一
億
フ
ラ
ー
を
趨
へ
司

Z
K
豆
っ
た
と
と
は
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。
印
度
支
那
か
ら
の
職
内
に
於
い
て
は
、
一
丸
=
一
λ
年
士
で
白
東
洋
諸
園
向
け
輪
出

は
三
。
バ

7
セ
ン
ト
足
ち
ゃ
で
あ
っ
て
、
儀
り
大
昔
〈
は
一
夜
い
)
ノ
と
れ
ば
キ
ル
シ
ヱ
闘
税
が
東
洋
諸
園
に
於
い
て
報
復
的
た
措
置
を

探
ら
し
め
る
に
歪
担
、
日
本
、
支
那
が
印
度
支
那
か
ら
の
輸
入
を
防
渇
骨
ん
と
し
た
と
と
の
結
果
で
あ
る
-o

キ
ル
シ
Z

関
税
寅
施
前

に
於
い
て
、
東
洋
向
け
輪
出
が
六
七
・
八
%
を
占
め
て
ゐ
た
の
に
比
べ
る
と
、
印
度
支
那
輸
出
の
本
固
依
J

存
度
が
如
何
に
増
大
し
た

か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
/
今
吠
の
蹴
例
戦
争
の
勃
震
と
と
も
に
朱
園
向
け
輸
出
が
激
減
し
、
己
れ
に
代
つ

τ東
津
諸
国
の
占
め
る

地
位
が
絶
封
的
に

V
相
掛
的
に
も
増
大
じ
て
フ
ラ
ン
ス
本
園
を
凌
駕
す
る
に
至
っ
た
と
曹
と
は
注
J

回
す
ぺ
昔
現
象
で
あ
り
、
印
度
支
那

輸
出
は
己
れ
に
よ
っ

τ本
来
む
姿
に
立
師
守
た
も
の
と
言
ふ
と
と
が
出
来
る
。

貿
易
相
手
先
別
の
貿
易
収
支
を
見
る
に
‘
キ
/
ル
主
主
闘
税
賓
施
の
一
丸
二
丸
年
ま
で
の
朕
態
は
、
フ
ラ

y
x
本
固
と
の
貿
易
は
常

に
印
度
支
那
の
入
超
を
示
し
、
之
に
反
し
て
東
洋
諸
園
と
の
貿
易
陀
於
い
て
は
常
陀
出
起
を
記
録
し
て
ゐ
た
。
つ
士
り
印
度
支
那
は

ル
タ

東
洋
諸
園
向
け
D
輪
出
代
金
に
よ
う
て
、
フ
ラ
V

X
本
圃
の
生
産
物
を
購
入
し
て
ゐ
た
と
言
ふ
己
と
が
出
来
る
。
キ
ル
シ
ヱ
関
税
設

定
後
は
、
本
固
と
植
民
地
聞
の
自
由
貿
易
の
原
則
に
よ
っ
て
、
印
度
支
那
産
物
の
本
鴎
流
入
が
自
由
忙
行
は
れ
得
る
や
う
陀
な
り
、

更
に
恐
慌
後
の
世
界
各
固
に
於
げ
る
自
給
自
足
主
義
の
採
用
は
こ
の
傾
向
を
↓
唐
促
進
し
、
た
め
忙
印
度
支
那
輪
出
に
於
い
て
本
因

白
占
め
る
地
位
も
次
第
に
向
上
し
、
還
に
本
園
も
亦
印
度
支
那
貿
易
に
於
h
て
入
越
す
た
は
ち
印
度
支
那
の
側
か
ら
言
へ
ば
尚
一
趨
を

示
す
に
至
っ
た
。
一
九
三
丸
年
、
一
九
四
O
年
に
於
い
て
は
、
第
六
表
白
示
す
ご
と
〈
E
O
形
勢
は
叉
も
や
逆
柚
押
し
、
再
び
印
度
支

那
の
入
超
を
記
録
し
て
ゐ
る
が
、
と
れ
は
印
度
支
那
D
轍
入
増
加
に
依
る
よ
り
も
、
戦
争
勃
稜
に
土
器
印
度
支
那
か
ち
D
輸
出
の
減

、
返
に
基
〈
も
の
で
あ
る
。
東
洋
諸
固
と
の
貿
易
促
於
い
て
は
、
同
叩
度
支
那
は
常
に
輸
出
超
過
と
た
β
て
ゐ
る
。
支
那
(
香
港
を
合
む
)
、

悌
領
印
度
支
部
貿
易
百
怯
格

第
(
五
十
四
巻

七

第

続

~プL
;;" 



芹
五
十
四
巻

= 
ユ
J、

働

領

印

度

支

部

貿

易

白

性

格

僚

三

鵠

、v
v
ガ
ポ

I
舟
は
そ
白
鋳
常
に
片
貿
易
自
欣
態
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。
日
本
の
輸
入
超
過
は
一
九
三
九
年
に
一
億
フ
ラ
y
、

九
四

O
年
に
は
五
億
フ
ラ
v
d

に
上
う
で
ゐ
る
が
、
己
れ
は
日
本
と
印
度
支
那
と
の
今
後
の
貿
易
調
整
む
拾
い
も
解
決
さ
る
べ
き
重
要

O 
O 

日
本
、

た
問
題
で
あ
る
。

‘ー

印
度
支
那
貿
易
の
商
品
別

J

印
皮
支
那
貿
易
白
植
民
地
的
性
格
は
そ
白
商
品
別
構
成
に
於
い
て
も
明
瞭
に
現
は
れ
る
。
第
)

J

次
大
戦
主
り
の
朕
態
を
見
ょ
う
。

第
七
表
印
度
支
那
貿
易
白
品
種
別
(
単
位
H

百
寓
法
)

晶
噛

J
λ

↑
丸
一
=
一
年
一
丸
二
八
年
一
丸
吉
一
三
年
-
九
一
-
一
一
凡
年

同

食

糧

品

回

公

一

己

・

己

主

旦

(

量

・

ロ

)

一

品

交

一

回

・

己

ニ

完

(

ゴ

王

号

工

業

原

料

品

四

一

〈

一

宇

田

〉

売

却

(

ニ

z
・5

三
五
(
一
言
了
門
)
回
先
(
一
互
主
)

製

遺

F

品
-
契
(
三
・
ニ
)
一
、
一
五
七
(

E

7

回
)
霊
九
(
三
・
回
〉
一
、
=
白
人
(
占
2
・一)

職

問

一

九

一

三

年

一

九

二

八

年

一

九

三

三

年

~

一

九

一

一

一

八

年

M
A
 

食

糧

品

三

一

(

人

一

品

)

=

、

毛

口

(

会

・

5

七
回
究
室
・
屯
)
一
、
富
矢
内
了
口
)

工
業
原
料
品
美
(
=
一
・
也
孟
虫
干
}
)
三
ニ
(
三
・
人
)
一
、
目
玉
(
美
・
口
)

へ

製

遺

a

晶

一

八

(

守

一

V

完
(
子
園
)
、

z
閏
〔

Z

・王
)

A

翼
手
口
】

輸
入
に
於
い
て
製
造
品
が
過
半
を
占
め
、
輸
出
に
於
い
て
食
糧
ロ
聞
が
摩
倒
的
に
優
勢
で
あ
る
と
い
ふ

E
D
貿
易
内
容
は
、
印
度
支

那
経
済
が
農
業
生
荷
主
中
心
と
す
る
植
民
地
経
済
の
段
階
に
止
ま
っ
て
ゐ
る
と
と
を
示

ιて
ゐ
る
。
製
法
品
D
輸
入
の
ち
ち
、
フ
ラ

ン
ス
及
び
植
民
地
か
ら
の
轍

λ
は
、
一
丸
三
八
年
に
於
い
て
七
=
一
・
八
%
を
占
め
で
、
絶
射
的
左
優
勢
を
示
し
、
[
食
糧
品
の
輸
出
に

於
い
て
は
五
七
%
，
を
占
め
で
敦
れ
に
於
い
て
も
著
し
い
本
圃
偏
侍
を
示
し
て
ゐ
る
@

四

先
一
づ
輸
入
商
品
に
就
い
て
見
ょ
う
。
印
度
交
郊
の
輸
入
が
殆
ん
宮
本
国
生
産
物
忙
ょ
う
で
占
め
ら
れ
、
完
成
口
聞
を
中
心
と
し
て
ゐ

T ableau du Commerce Ann¥.laiTe ，Stati5tique de -L'Indochine， 1923ま929
Exteri"eur de L'Indochin~， 1938 
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九百

E
と
は
既
院
中
迎
ペ
売
。
轍
入
商
品
は
織
物
類
を
第
一
と
し
、
金
属
加
工
品
べ
金
属
類
、
六
理
石
・
土
・
石
類
、
各
種
綿
類
、
植
民
地
崎

産
食
料
品
、
加
工
府
植
物
織
維
、
紙
及
同
製
品
、
化
事
製
品
、
澱
粉
質
食
料
品
等
が
之
に
吠
ぎ
、
以
上
。
十
種
商
品
の
み
で
金
輸
入
、
町田

の
七
一
又
ア
セ

v
b
(
一
九
三
丸
年
)
を
占
め
、
而
恥
も
そ
D
中
の
約
三
分
の
一
は
織
物
類
比
ザ
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
ゐ
る
o

織
物
類
の
う
白

ゆ
り
の
最
大
は
綿
織
物
で
あ
っ
て
、
織
物
輸
入
の
過
半
を
占
め
、
ジ

7
L織
物
、
人
絹
織
物
、
毛
織
物
‘
絹
織
物
が
之
に
次
い
で
ゐ
パ

る
。
織
物
一
輪
入
の
七

O
パ
ず
セ

γ
ト
が
フ
ラ
ン
ス
本
国
か
ら
輸
入
せ
ら
れ
、
綿
織
物
一
に
在
つ
て
は
そ
の
約
九
0
・
ハ
ア
セ
ン
ト
、
人
絹
批

織
物
に
在
つ
て
は
九
割
以
ょ
が
フ
ラ
ン
ヌ
一
か
ら
輸
入
さ
れ
て
ゐ
る
。
印
度
支
那
の
輸
入
は
内
己
の
や
う
に
綿
業
を
中
心
E

と
す
る
フ
ラ

T

ン
ス
織
物
工
業
自
生
産
物
白
品
輸
入
を
第
一
と
し
、
そ
白
他
。
製
遺
品
も
亦
無
税
轍
入
の
恩
幕
の
下
に
印
度
支
那
ヘ
流
入
し
つ
本
国
工
叫

業
は
か
く

L
て
印
度
支
那
を
好
個
の
植
民
地
市
揚
と
し
て
保
持
し
積
け
て
苦
た
の
で
色
る
。
恐
慌
前
の
好
況
期
売
る
一
丸
一
一
八
年
と
削

恐

怖

径

の

岡

復

期

た

る

一

九

三

八

年

当

に

於

け

る

主

要

輸

入

口

同

を

示

せ

ば

、

衣

の

如

く

で

あ

る

。

曲

、

J

d

岨

F

A

表
印
度
支
那
自
主
要
韓
人
品
(
草
位
H
菅
高
法
)
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
本
国
産
自
実
成
品
を
も
っ
て
す
る
印
山
タ

一
九
ニ
凡
目
前
一
九
一
旦
凡

J
度
支
郊
の
輪
入
貿
易
結
、
た
ん
ら
の
関
税
を

ι受
貯
た
か
っ
!
日

締

織

i

物

ヱ

ニ

O

(

八

・

五

)

二

四

五

(
J

一

二

・

六

)

へ

、

d

u

た
た
め
に
、
印
度
支
那
の
工
業
的
腕
芽
を
奪
ひ
取
る
と
い
ふ

e
哨

石
油
i

及
原
油
コ
O
J
五
(
七
・
九
}
~
七
七
(
=
一
・
九
)

t

q

M

金

属

軽

品

九

凡

主

・

入

}

凡

九

九

四

・

3
役
割
を
目
指
し
た
。
か
う
し
た
歎
況
の
下
に
於
い
て
、
印
度
支
山
日

稽

棋

器

具

一

回

凡

2
・七
V

一
二
四
ご
ハ
・
一
一
一
)
雲
織
積
的
在
職
入
を
行
ひ
得
る
た
め
に
は
旬
ひ
そ
れ
は
日

絹

織

物

一

コ

回

(

閉

・

凡

)

一

O

O

(

五

・

一

)

原
始
的
危
生
産
物
の
轍
出
に
よ
っ
て
得
ち
れ
る
輪
出
代
金

k
m

依
存
せ
ぎ
る
を
符
泣
い
。
己
句
意
味
に
於
い
て
、
印
度
支
那
経
桝
は
原
始
的
産
物
の
輪
出
に
金
〈
依
操
L
て
ゐ
た
ー
と
言
ふ
E

と
が
同

A
E

， 
ノ

来
る
し
、
印
度
支
那
貿
易
の
植
民
地
性
の
一
つ
白
現
は
れ
を
そ
己

K
見
出
す
E
と
が
出
来
る
。
印
度
支
郊
の
輸
出
は
、
か
〈
し
て
食

働
調
印
民
支
部
貿
易
自
性
格

2) 
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働
領
印
度
支
部
貿
易
自
性
格

骨
三
観

糧
品
を
第
一
と
し
工
業
原
料
品
が
之
に
突
す
、
轍
出
先
は
食
糧
品
は
フ
ラ
J

ス
と
東
洋
諸
国
、
原
料
品
は
フ
ラ
y
ス
が
主
で
あ
る
と

ec
 

と
は
艇
に
漣
ペ
た

y
抽
輔
自
由
最
町
一
A
は
言
ふ
ま
で
も
訟
〈
米
で
あ
っ
て
、
世
界
恐
慌
ま
で
は
金
輪
出
の
六
五
-
A
7

セ
ン
ト
、
最
近
で
は
国ー百

四
0
・A
ア
セ
V
ト
(
一
九
三
九
年
〉
を
占
め
、
そ
の
う
ち
一
一
一

0
・
ハ
ア
セ
ン
ト
が
本
固
に
向
け
ら
れ
、
他
は
印
度
・
香
港
・
支
那
・
フ
イ
リ
白
Ju
 

v
ピ
Y

等
の
東
洋
諸
園
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
o

米
K
，
次
い
で
重
要
悲
轍
出
品
は
ぜ
ム
で
あ
り
、
従
来
金
輪
出
の
瓦
バ
プ
ザ

y
ト
内
外
パ
a
 

~
に
過
ぎ
た
か
っ
た
の
が
、
一
丸
一
t
四
年
以
来
そ
の
重
要
性
を
増
加
し
一
丸
三
八
年
庇
は
二
ニ
バ
ア
セ

y
ト
に
達
し
て
ゐ
る
ロ
主
萄
黍
帥T
 

の
増
加
も
著
し
〈
、
恐
慌
後
漸
増
し
て
一
八
バ

7
セ
V

ド
(
一
九
三
凡
年
}
に
達
し
‘
以
上
白
三
商
品
の
み
で
金
轍
出
の
七
五
バ

7
セ
ン

ト
を
占
め
て
ゐ
る
。
ゴ
ム
は
そ
白
三
四
パ
?
セ
V

ト
が
フ
ラ

y
ス
本
圃
へ
四

0
.ハ
ア
ゼ
V

ト
が
ア
メ
リ
カ
ヘ
港
ら
れ
、
玉
萄
黍
は
そ

の
六

0
.ハ
ア
セ
ン
ト
(
一
九
百
九
年
)
が
本
園
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
白
他
白
輪
出
品
と
し
て
は
石
炭
・
魚
類
・
錫
・
セ
メ
ン
ト
等
が

あ
る
が
、
執
れ
も
食
糧
品
と
原
料
品
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。

印
度
実
那
白
主
要
輸
出
品

第

九

表

〆'戸一ー一、

米

正

副

産

物

ゴ玉石魚

萄

掴農黍ム

F 、
一ー ・一-:Jt，
E 九九 O 丸一
五九一二九九
，-...-.. - '""'，-..ー

占ーノ、 n

四三三三八足・・・ T

六四一五 OOL
'-" '-" '-" '-" -/'''' 

(
単
位
H
宵
商
法
)

一九=一
A
年

出

一、

o
一
九
(
=
一
五
・
八
)

六
二
O
(
二
一
・
八
)

五
一
一
(
一
七
・
九
M

一
=
=
一
月
四
ニ
一
)

七

O
(
ニ
・
回
)

第
五
十
四
巻

回。

O 

大
積
一
丸
一
戸
一

G
年
ま
で
の
印
民
支
那
白
輸
出
は
、
専
ら
米
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に
依
存
し
て
ぬ
た
。
印
度
支
那
粧
桝
が
農
産
物
の
轍
出
、
そ

れ
も
』
一
種
類
り
農
産
物
の
輪
出
に
依
存
し
て
来
た
と
一
言
ふ
己

と
は
、
そ
の
植
民
地
的
性
格
を
極
め
て
明
瞭
に
示
す
も
白
に

他
た
ら
た
い
が
、
近
年
に
於
け
る
ゴ
ム
及
び
石
炭
輪
出
の
増

大
も
そ
の
轍
出
代
金
が
殆
ん
ど
印
度
支
那
へ
還
流
し
た
い
止

す
る
た
ち
ば
、
印
度
支
那
経
済
は
依
然
と
し
て
植
民
地
性
を
腕
し
得
た
い
と
言
は
た
貯

ιば
た
ら
た
い
。
そ
れ
は
兎
に
角
と
し
て
も

印
度
支
那
@
輪
出
が
米
を
中
心
止
し
て
行
は
れ
、
且
つ
印
度
支
那
粧
済
が
専
ら
そ
れ
に
依
存
し
て
来
た
と
い
ふ
己
と
は
、
フ
ラ
ン
ス

3) 

/ 



、

。
印
度
支
那
領
有
以
前
か
ら
今
日
に
る
ま
で
一
貫

L
て
費
ら
一
な
か
っ
売
事
寅
で
あ
る
。
印
度
支
那
の
米
生
産
が
安
南
八
の
侍
統
的

i調
。

農
業
占
し
て
行
は
れ
、
フ
ー
ラ
N
V

ス
人
輪
出
業
者
が
華
僑
を
遜
巳
て
そ
の
轍
出
陀
従
事
し
て
ゐ
る
己
と
を
考
へ
合
は
せ
る
・
な
ら
ば
、
印
曾
照
協
4
9

度
支
那
の
米
輪
出
を
草
花
印
度
支
那
経
済
の
自
然
的
た
護
展
の
結
果
で
あ
る
止
結
論
す
る
と
と
は
不
可
能
ー
で
あ
る
。
た
れ
は
ヲ
ラ
yt

龍太=一

ス
の
経
済
政
策
が
印
度
支
那
経
憐
を
植
民
地
化
し
た
ご
と
の
一
つ
の
現
は
れ
で
あ
る
を
言
ひ
得
ら
れ
ぶ
で
あ
ら
う
。
円
第
罰「

印
度
支
那
貿
易
臥
商
品
別
構
成
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
詳
論
す
る
徐
白
を
も
た
た
い
が
、
♂
印
度
支
那
貿
易
の
最
近
ま
で
の
欣
況
事
且
易
蓮

に
於
い
て
ー
そ
の
外
見
上
の
発
展
に
も
拘
は
ち
で
そ
れ
が
植
民
地
貿
易
と
し
て
の
性
格
聖
典
型
的
に
示
し
℃
ゐ
る
と
と
を
犬
、
関
知
清
一
隅

也

、

那

鰹

る
と
と
が
出
来

h
a
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
一
丸
一
三

O
年
ま
で
の
時
期
に
於
い
て
、
印
度
支
那
経
済
は
嘗
つ
丈
見
及
川
山
繁
柴
を
経
験
支
那
度
支

し
た
と
言
拭
れ
、
そ
の
貿
易
教
室
も
貿
易
黒
川
も
顕
著
左
上
昇
を
示
し
て
ゐ
る
と
と
は
事
貨
で
あ
呂
け
れ
ど
も
、

E
の

え

と

は

卯

度

路

支
一
那
貿
易
が
植
民
地
貿
易
と
し
て
自
性
格
を
撲
大
強
化
し
た
と
と
を
意
味
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
一
九
三

O
年
後
の
貿
易
は
訓
備

か
う
し
た
植
民
地
性
の
上
に
於
い
て
が
績
せ
し
め
ら
れ
た
も
白
で
あ
っ
た
が
、
恐
慌
後
白
困
難
た
世
界
情
勢
は
印
度
支
郊
の
米
の
職
鵬
九

、
同
市
揚
を
狭
臨
た
ら
し
め
る
と
と
も
に
‘
更
に
そ
白
木
園
流
入
は
フ
ラ
V

Z

白
小
吾
輩
者
白
地
位
を
危
く
す
る
と
と
と
注
り
、
か
欄
げ
、
易
、

う
し
た
諸
情
勢
に
促
か
さ
れ
て
印
度
支
部
一
経
済
の
貫
質
的
・
恋
愛
展
、
す
訟
は
ち
工
業
化
政
策
白
問
題
一
が
始
め
て
採
り
上
げ
ら
れ
る
ま
貿
鰐
本
国

で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
6

己
の
己
主
逆
に
言
へ
ば
、
印
度
支
那
経
済
が
今
日
ま
で
如
何
に
植
民
地
的
で
あ
っ
た
か
を
示
す
も
の
で
相
時

ー
あ
り
、
印
度
支
那
貿
易
が
如
何
に
典
型
的
左
植
民
地
性
を
附
輿
さ
れ
て
ゐ
た
か
を
詮
擁
立
て
る
も
の
に
他
社
ら
友
い
で
あ
ら
う
。
円
支
跡
噌
M
閥
ζ
d
 

働
領
印
出
血
支
署
貿
易
自
性
格

/ 
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